
一
五
二
三
年
、
デ
ン
マ
ー
ク
を
宗
主
国
と
す
る
カ
ル
マ
ル
連
合
（
一

三
九
七
ー
一
五
二
三
年
）
か
ら
の
独
立
を
果
た
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、

そ
の
後
対
外
戦
争
を
繰
り
返
し
て
領
土
を
海
外
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
一
六
―
―
_
―
七
一
八
年
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
史
上
最
も
強
大

で
あ
っ
た
時
期
で
、
「
強
国
時
代
」

s
t
o
r
m
a
k
t
s
t
i
d
e
n

と
呼
ば
れ
る
。

グ
ス
タ
フ
ニ
世
ア
ド
ル
フ
(
-
六
―

-
I
三
二
年
）
の
即
位
か
ら
カ
ー

ル
―
二
世
（
一
六
九
七
ー
一
七
一
八
年
）
の
戦
死
に
い
た
る
ま
で
の
こ

の
時
期
に
、
い
わ
ゆ
る
「
バ
ル
ト
帝
国
」
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
バ
ル

ト
帝
国
の
存
在
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
は
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
帝
国
の
北

②、

上
を
抑
え
る
上
で
重
要
で
あ
り
ま
た
東
欧
諸
国
の
絶
対
主
義
化
に
重

③
 

大
な
イ
ン
。
ハ
ク
ト
を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
そ
の
「
強
国
」
の
意
味
内
容
で
あ
る
が
、
①
外
交
・
軍
事

は
じ
め
に

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
強
国
時
代

の
も
の
と
し
た
。

②
経
済
③
国
制
の
三
点
で
強
国
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

外
交
・
軍
事
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
一
4

ハ
世

紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
半
ば
ま
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
領
土
拡
張
の
時

代
で
あ
り
、
そ
の
最
初
の
海
外
領
土
は
、
一
五
六
一
年
か
ら
九
五
年
に

か
け
て
獲
得
し
た
エ
ス
ト
ニ
ア
で
あ
る
。
一
六
一
七
年
に
は
ロ
シ
ア
か

ら
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
湾
岸
地
域
（
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
、
ケ
ッ
ク
ス
ホ

ル
ム
）
を
得
、
バ
ル
ト
海
へ
の
出
口
を
ロ
シ
ア
か
ら
奪
っ
た
。
二
九
年

に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
リ
ヴ
ォ
ニ
ア
を
獲
得
し
、
ま
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
王

の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
位
へ
の
要
求
（
一
六
世
紀
後
半
よ
り
両
王
朝
は
血

縁
関
係
に
あ
っ
た
）
を
断
念
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
バ
ル
ト
地
方
を
自
ら

一
六
四
八
年
に
は
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
よ
っ

て
ポ
ン
メ
ル
ン
、
プ
レ
ー
メ
ン
1
1
ヴ
ェ
ル
デ
ン
、
ヴ
ィ
ス
マ
ー
ル
と
い
っ

た
ド
イ
ツ
地
方
を
得
る
。
ま
た
一
六
四
五
年
と
五
八
年
に
は
ス
カ
ン
デ
ィ

ナ
ヴ
ィ
ア
半
島
南
部
の
デ
ン
マ
ー
ク
領
（
ハ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ー
ネ
、
プ

レ
ー
キ
ン
ゲ
、
ボ
ー
フ
ス
レ
ー
ン
）
を
獲
得
し
て
、
カ
ル
マ
ル
連
合
再

ー
国
制
の
分
析
を
中
心
に

（

一

六

入

江

幸

七
一
八
年
）
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興
を
目
論
む
デ
ン
マ
ー
ク
の
意
図
を
挫
折
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
一
世
紀

の
間
に
バ
ル
ト
帝
国
が
形
成
さ
れ
た
。

経
済
に
つ
い
て
み
る
と
、
王
権
の
庇
護
の
も
と
、
と
く
に
銅
・
鉄
産

業
が
発
展
し
た
。
一
七
世
紀
前
半
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
通
貨
・
兵
器
・

u
m品
の
原
料
と
し
て
銅
が
多
く
川
い
ら
れ
て
い
た
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
は
怠
速
に
ヨ
ー
ロ
ッ
゜
ハ
の
主
要
な
銅
生
産
地
と
な
っ
た
。
ま
た
一
し

川
を
通
じ
次
第
に
鉄
生
産
が
伸
び
て
い
っ
た
が
、
純
度
の
古
向
い
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
鉛
の
鉄
は
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
競
争
に
勝
ち
残
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
銅
・
鉄
に
タ
ー
ル
を
加
え
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
一
二
つ
の

商
品
は
、
一
七
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
但
界
経
済
に
お
い
て
ほ
ぼ
独
占
と

も
い
え
る
状
態
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
独
占
を
利
川
し

て
強
力
な
交
渉
能
力
を
作
り
出
し
、
「
そ
れ
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、

⑤
 

そ
の
政
治
的
・
軍
事
的
発
展
は
維
持
し
え
な
か
っ
た
は
ず
」
だ
っ
た
と

も
い
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
旧
制
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
て
い
な
い
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
内
而
か
ら
い
か
に
支
え
ら
れ
た
か

を
見
る
こ
と
な
し
に
は
正
し
い
「
強
国
」
理
解
は
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
国
制
を
中
心
に
「
強
国
」
の
分
析
を
行
な
っ

て
み
た
い
。
具
体
的
に
は
一
章
で
官
僚
制
の
発
達
を
取
り

K
げ
、
こ
朕

で
諸
身
分
の
状
況
と
そ
れ
に
基
づ
く
絶
対
王
政
の
成
立
を
、
二
畜
章
に
お

い
て
は
獲
得
し
た
新
領
土
と
中
央
が
ど
う
関
わ
っ
て
い
っ
た
か
を
見
て

い
き
た
い
。
そ
の
際
、
全
体
を
通
じ
て
「
絶
対
じ
政
の
成

II」
が
用
要

第
一
章

な
エ
ポ
ッ
ク
と
し
て
現
わ
れ
て
こ
よ
う
。

官
僚
制
の
発
達

こ
こ
で
は

t
に
中
央
行
政
に
お
け
る
官
僚
制
の
発
達
を
扱
う
。
中
央

に
お
け
る
じ
要
な
役
職
は
、
一
．
ぷ
世
紀
頃
に
は
牛
ま
れ
て
い
る
。
じ
の

諮
問
機
関
で
あ
る
枢
密
院

r
i
k
s
r
a
d
、

Iil法
面
で
の

t
の
補
佐
役
の
法

行
長

d
r
o
t
s
、
行
政
面
の
補
佐
役
の
害
記
官
長

k
a
n
s
l
e
r
、
軍
事
の
補

佐
役
の
武
官
長

m
a
r
s
k
が

t
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
後
て
者
は
一
ヒ

世
紀
に
は
そ
れ
ぞ
れ
大
法
官

r
i
k
s
d
r
o
t
s
、
宰
相

r
i
k
s
k
a
n
s
l
e
r
、
陸

軍
人
臣

r
i
k
s
m
a
r
s
k
と
な
り
、
さ
ら
に
こ
の
頃
生
ま
れ
た
財
務
大
臣

r
i
k
s
s
k
a
t
t
m
a
s
t
a
r
e
、
む
匹
軍
大

ifl:l
riksamiral..IJ..IJ..(i)
に、

i
竪
袖
の

項。

官
職
（
h
人
官
職
）
と
さ
れ

t

ま
た
省
庁
制

K
o
l
l
e
g
i
u
m

が
導
人
さ
れ
、
几
大
官
職
を
そ
れ
ぞ
れ

議
長
と
す
る
ド
部
糾
織
が
以
ド
の
如
く
設
け
ら
れ
た
。
一
し
ハ
一
四
年
に

は
人
法
行
の
ド
に
ス
ヴ
ェ
ー
ア
]"IHJ
等
裁
判
所

S
v
e
a
H
o
v
r
a
t
t

―
八

年
に
は
財
務
大
臣
の
ド
に
財
務
庁

K
a
m
m
a
r
k
o
l
l
e
g
i
u
m
、
．． 

し
ハ
年

に
は
中
相
の
ド
に
内
務
庁

K
a
n
s
l
i
k
o
l
l
e
g
i
u
m
、

:・・o年
代
に
陸
軍

大
臣
と
海
軍
大
臣
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
陸
軍
庁

K
r
i
g
s
k
o
l
l
e
g
i
u
m

と

海
軍
J
t
A
m
i
r
a
l
i
t
e
t
s
k
o
l
l
e
g
i
 u
m
。
そ
の
他
に
、
鉱
業
関
係
を
扱
う

鉱
務
庁

B
e
r
g
s
k
o
l
l
e
g
i
u
m

(
'
・
・
ヒ
年
）
、
貿
易
を
担
当
す
る
廂
務
｝

K
o
m
m
e
r
s
k
o
l
l
e
g
i
u
m
 
(
:
.
:
:
一
年
）
、
じ
領
地

M
収
政
策
（
次
殴
・
参
照
）
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を
進
め
る
た
め
の
じ
領
地

M
収
庁

R
e
d
u
k
t
i
o
n
s
k
o
l
l
e
g
i
u
m(".:::“~ 

⑧
 

年
）
が
設
骰
さ
れ
た
。
ま
た
地
方
行
政
に
つ
い
て
は
そ
れ
ま
で
の
制
度

を
整
理
し
、

．．
 

；
あ
る
州

l
a
n

に
そ
れ
ぞ
れ
州
総
督

l
a
n
d
s
h
b
v
d
i
n
g

（
ル
イ
一
四
世
治
ド
の
ア
ン
タ
ン
ダ
ン
に
比
せ
ら
れ
る
）
が
置
か
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
一
七
世
紀
前
半
に
行
政
機
関
の
拡
大
と
秩
序
化
が
行
な
わ

⑨
 

れ
、
「
事
務
的
な
行
政
と
い
う
新
し
い
概
念
の
到
来
」
が
み
ら
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
官
職
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
化
が
、
た
だ
ち
に
国
王

ひ
と
り
へ
の
権
力
の
集
中
化
に
つ
な
が
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ

こ
の
時
期
は
枢
密
院
議
員
と
そ
れ
と
深
く
関
わ
る
大
貴
族

a
r
i
s
t
o
,

c
r
a
t
s
が
主
だ
っ
た
官
職
を
占
有
し
、
国
政
を
左
右
し
た
時
期
で
あ
っ

た
。
こ
と
に
グ
ス
タ
フ
・
ア
ド
ル
フ
が
戦
死
し
た
後
に
定
め
ら
れ
た
一

六
三
四
年
政
体
1
6
3
4

a.rs 
r
e
g
e
r
i
n
g
s
f
o
r
m

に
よ
り
大
貴
族
の
権
力

が
保
障
さ
れ
、
五
大
官
職
、
内
務
庁
と
ス
ヴ
ェ
ー
ア
高
等
裁
判
所
の
議

官
各
四
人
、
他
の
三
つ
の
庁
の
議
官
二
人
ず
つ
は
枢
密
院
議
員
で
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
王
は
彼
ら
の
助
言
な
し
に
統
治
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ

⑩
。

れ
たま
た
枢
密
院
へ
の
任
命
者
数
を
み
る
と
、
ビ
ヨ
ル
ン
・
ア
シ
ェ
ー
ル

に
よ
る
と
、
一
六
四

O
I
四
九
年
の
間
に
任
命
さ
れ
た
者
一
九
人
の
う

ち
一
五
人
が
大
貴
族
だ
っ
た
（
表

5
)。
ま
た
ク
ル
ト
・
オ
ー
グ
レ
ン

に
よ
れ
ば
、
一
六
三
三
年
の
枢
密
院
へ
の
任
命
者
数
は
八
人
と
な
っ
て

い
る
。
う
ち
六
人
は
互
い
に
姻
戚
関
係
を
結
び
、
家
同
士
の
結
束
を
固

め
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
別
の
一
人
は
父
が
元
枢
密
院
議
員
で
あ
り
、
伯

た
う
え
で
、

ド
・
ラ
・
ガ
ル
デ
ィ

D
e
la 
G
a
r
d
i
e

を
大
貴
族
の
中
核
家
系
と
し

一
六
三
三
—
四
七
年
の
間
に
枢
密
院
に
任
命
さ
れ
た
二
五

ヽ

O
x
e
n
s
t
i
e
r
n
a
 

ス
。
ハ
ー
レ

S
a
r
r
e
、

翌

父
が
す
で
に
議
員
と
な
っ
て
い

t

ま
た
オ
ー
グ
レ
ン
は
、
高
位
官
職

の
保
有
の
多
さ
や
血
縁
関
係
の
結
び
つ
き
の
多
さ
か
ら
バ
ネ
ー
ル

B
a
,

n
e
r
、
ビ
ー
ル
ケ

B
i
e
l
k
e
、
プ
ラ
ー
エ

B
r
a
h
e
、
オ
ク
セ
ン
シ
ェ
ー
ナ

表①：大貴族とそれ以外の者の、

枢密院への任命者数 (1640-79年）

1640-49 1650-59 1660-69 1670-79 

貴 15(78.9%) 23(57.5%) 21(84.0%) 4(57.1%) 
------- ......................... ....................... ---. --.. ---. ----.. 

他 4(21.1%) 17(42.5%) 4(16.0%) 3('12.9%) 

計 19 (100%) 40 (100%) 25 (100%) 7 (100%) 

ス
テ
ン
ボ
ッ
ク

S
t
e
n
b
a
c
k
、

表②：大貴族とそれ以外の者（ともに非枢密院議員、以下同じ）の、

各庁（スヴェーア高等裁判所を除く）への任命者数 (1640-7碑三）

1640-49 1650-59 1660-69 1670-79 

..... 良 8(42.1%) 13(25.5%) 9(16.7%） 3 (5.2%) 
・・・・-・ ... ---------・曇・・・・-・・・・・・ .．.．．．．．-• ---・ • --・ • --・ • ・ • -• ---・ • ----．．． ，．．▲ 

他 11(57.9%) 38(74.5%) 45(83.3%) 55(9~.8%) 

計 19 (100%) 51 (100%) 54 (100%) 58 (100%) 

①② :B.Asker, "Aristocracy and Autocracy in 

Seventeenth-century Sweden", p.93. 
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人
の
う
ち
二

0
人
が
こ
れ
ら
の
家
系
の
い
ず
れ
か
と
姻
戚
関
係
に
あ
っ

⑬
。

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
次
に
各
庁
へ
の
任
命
者
数
に
つ
い
て

は
、
表
②
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
一
六
四
0
—
四
九
年
の
間
で
は
大
貴

族
の
数
は
八
人
、
そ
れ
に
対
し
大
貴
族
で
な
い
者
は
―
一
人
で
あ
る

（
ど
ち
ら
も
非
枢
密
院
議
員
、
以
下
同
じ
）
。
一
六
五

0
年
代
以
降
は
と

も
か
く
、
四

0
年
代
は
任
命
者
の
半
数
近
く
が
大
貴
族
に
占
め
ら
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
前
述
し
た
よ
う
に
、
一
六
三
四

年
政
体
に
よ
り
各
庁
の
議
官
の
う
ち
一

0
人
は
枢
密
院
議
員
と
さ
れ
て

い
る
。
議
官
の
総
数
は
分
か
ら
な
い
が
、
大
貴
族
の
影
響
力
が
か
な
り

強
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
一
七
世
紀
の
前
半

に
は
、
大
貴
族
同
士
が
血
縁
関
係
を
も
ち
、
そ
れ
に
基
づ
き
な
が
ら
枢

密
院
を
中
心
と
す
る
高
位
官
職
を
独
占
し
て
い
く
傾
向
に
あ
っ
た
。
国

王
の
も
と
へ
の
中
央
集
権
化
で
は
な
く
、
大
貴
族
の
寡
頭
政
治
が
進
ん

で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
女
王
（
一
六
三
ニ
ー
五
四
年
、
四
四
年
ま

で
は
摂
政
政
治
期
）
の
親
政
期
と
カ
ー
ル
一

0
世
（
一
六
五
四
ー
六
〇

年
）
の
治
世
を
経
て
変
化
が
現
れ
、
中
央
官
庁
に
お
け
る
大
貴
族
の
寡

占
状
態
は
明
ら
か
に
崩
れ
て
い
く
。
表
①
か
ら
、
一
六
五

0
年
代
を
ピ
ー

ク
に
大
貴
族
の
枢
密
院
任
命
数
が
減
少
し
て
い
く
の
が
分
か
る
。
そ
れ

に
対
し
て
大
貴
族
以
外
の
者
は
一
六
五

0
年
が
例
外
的
に
多
い
が
、
他

の
時
期
は
一
定
し
て
い
る
。
表
②
か
ら
、
大
貴
族
に
つ
い
て
は
同
様
に

五

0
年
代
を
境
に
減
少
傾
向
、
大
貴
族
以
外
の
者
は
逆
に
大
幅
に
増
加

表③：大貴族とそれ以外の者の、スヴェーア高等裁判所への任命者

数 (1640-79年）

1640-49 1650-59 1660-69 1670-79 

貴 3(23.1%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (7.7%) 
・・・・・・・ ．．．．．ー・・'~・ • *,．．.．．.．. 9 --・',． ························•·· ··················•·····-·· ........................... 

他 10(76.9%) 15 (100%) 8 (100%) 12(92.3%) 

計 13 (100%) 15 (100%) 8 (100%) 13 (100%) 

表④：大貴族とそれ以外の者の、州総督への任命者数 (1640--7~)

1640-49 1650-59 1660-69 1670-79 

貴 16(43.2%) 20(55.6%) 11(45.8%) 3(15.8%) 
....... ● ● ● ● ● ● ----....雫● ●ー・・•---9• ー・ ........................... ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．● ●ー・．．． ........................... 

他 21(56.8%) 16(44.4%) 13(54.2%) 16(84.2%) 

計 37 (100%) 36 (100%) 24 (100%) 19 (100%) 

③④ :Jbid.,pp.93-94 

し
て
い
く
の
が
み
て
と
れ
る
。

ス
ヴ
ェ
ー
ア
高
等
裁
判
所
と
州
総
督
に

つ
い
て
も
、
表
③
④
か
ら
、
大
ま
か
に
は
大
貴
族
の
任
命
数
は
減
少
し
、

大
貴
族
以
外
の
者
の
任
命
数
が
一
定
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
傾
向
が
生
じ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
国
王
と
枢
密
院
の
関
係
を

述
ぺ
た
マ
イ
ケ
ル
・
ロ
バ
ー
ツ
の
所
論
が
―
つ
の
手
が
か
り
を
与
え
て

゜
⑭
 

く
れ
よ
う
こ
れ
に
よ
る
と
、
枢
密
院
議
員
数
の
上
限
は
一
六
三
四
年
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政
体
に
よ
り
二
五
名
と
さ
れ
な
が
ら
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
の
親
政
開
始

⑮
 

後
か
ら
増
え
は
じ
め
、
一
六
五
四
年
に
は
五
九
名
に
ま
で
増
え
た
こ

れ
は
三
十
年
戦
争
の
時
の
奉
仕
に
報
い
る
た
め
や
、
女
王
の
き
ま
ぐ
れ

に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
枢
密
院
を
重
要
な
政
治
機
関
か
ら
名
誉
職
に
変

え
る
こ
と
で
、
そ
の
政
治
的
な
力
を
弱
め
よ
う
と
い
う
女
王
の
意
図
も

反
映
し
て
い
た
と
い
う
。

こ
う
し
て
枢
密
院
は
王
の
助
言
役
と
し
て
の
地
位
は
弱
ま
っ
た
が
、

行
政
に
お
け
る
働
き
は
期
待
さ
れ
て
い
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
五
大
官

職
に
つ
く
枢
密
院
議
員
は
高
等
裁
判
所
お
よ
び
各
庁
の
議
長
を
務
め
た
。

ま
た
八
人
以
上
の
枢
密
院
議
員
は
四
つ
の
高
等
裁
判
所
の
活
動
に
参
加

し
、
三
人
は
陸
軍
大
臣
の
顧
問
、
四
人
は
内
務
庁
、
二
人
は
財
務
庁
の

業
務
を
補
佐
し
、
一
人
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
長
と
な
っ
た
。
さ
ら
に

鉱
務
庁
、
商
務
庁
、
ヴ
ィ
ス
マ
ー
ル
高
等
裁
判
所
も
増
え
て
い
る
の
で
、

そ
の
業
務
補
佐
も
加
わ
る
。
ま
た
五
人
は
州
総
督
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

⑯
。

う
に
大
勢
の
枢
密
院
議
員
が
行
政
に
携
わ
っ
た

一
見
す
る
と
こ
れ
は
枢
密
院
の
弱
体
化
で
は
な
く
、
む
し
ろ
権
勢
が

強
ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
と
く
に
カ
ー
ル
一

0
世
の
治
世

の
間
に
枢
密
院
議
員
の
質
的
変
化
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
言

で
言
え
ば
、
「
王
の
顧
問
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
さ
な
く
な
っ
て
き

た
の
で
あ
る
。
カ
ー
ル
一

0
世
は
そ
の
治
世
の
ほ
と
ん
ど
を
対
外
戦
争

に
費
や
し
た
が
（
一
六
五
五
ー
六

0
年
）
、
そ
れ
に
と
も
な
う
軍
役
奉

仕
、
外
交
と
い
っ
た
こ
と
の
た
め
多
く
の
枢
密
院
議
員
が
首
都
を
離
れ
、

そ
の
た
め
枢
密
院
会
議
に
全
員
が
揃
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

た
と
え
ば
一
六
五
五
年
八
月
四
日
か
ら
五
八
年
三
月
二
九
日
ま
で
の
間

に
開
か
れ
た
会
議
は
、
出
席
者
は
つ
ね
に
二
六
人
以
下
だ
っ
た
。
と
く

に
対
デ
ン
マ
ー
グ
戦
争
が
行
な
わ
れ
て
い
る
五
八
年
八
月
一
九
日
か
ら

―
二
月
一
八
日
の
間
は
、
一
四
回
行
な
わ
れ
た
会
議
の
平
均
出
席
者
数

は
四
人
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
て
ロ
バ
ー
ツ
は
、
「
枢
密
院
の
、
王
の
顧

問
と
し
て
の
役
割
が
停
止
し
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
戦
争
に
よ
る
緊

張
の
も
と
で
そ
れ
は
崩
壊
し
、
実
行
力
の
あ
る
官
吏
集
団
に
変
質
し
た

⑰
 

の
で
あ
る
」
と
す
る
。
こ
の
評
価
は
ほ
ぼ
妥
当
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
主

に
数
字
の
み
に
注
目
し
た
う
え
で
の
評
価
で
あ
る
の
は
確
か
だ
が
、
大

貴
族
が
自
分
た
ち
に
有
利
な
政
治
を
行
お
う
と
す
る
な
ら
、
枢
密
院
会

議
の
出
席
率
は
も
っ
と
高
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
出
席
率
の
低
さ
は
、

枢
密
院
議
員
が
「
王
の
顧
問
役
」
と
し
て
活
動
す
る
よ
り
も
、
「
実
務

に
携
わ
る
者
」
で
あ
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
と
い
え
よ
う
。

以
上
は
大
貴
族
の
内
部
の
変
質
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ

て
、
大
貴
族
以
外
の
者
の
任
命
者
数
の
増
加
を
直
接
説
明
す
る
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
次
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
大
貴
族
と
そ
の
他
の
者
、

と
く
に
下
級
貴
族
は
対
立
関
係
に
あ
り
、
大
貴
族
の
土
地
・
高
位
官
瞭

⑱。

占
有
に
反
感
を
抱
い
て
い
る
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
上
に
述
べ
た

枢
密
院
の
実
務
官
僚
化
が
進
み
、
ま
た
現
に
大
貴
族
の
任
命
者
数
が
減
っ
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第
二
章

て
き
て
い
る
の
だ
か
ら
、
大
貴
族
以
外
の
能
力
の
あ
る
者
が
取
り
立
て

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
大
貴
族
以
外
の
者
の
増
加
に
つ
い
て
ア
シ
ェ
ー
ル
は

‘
t地
所
有

者
た
る
「
旧
階
級
」
に
対
し
、
官
職
保
有
者
た
る
「
新
階
級
」
が
伸
張

し
て
き
た
、
と
示
唆
す
る
に
と
ど
め
て
い

5
。
オ
ー
グ
レ
ン
は
、
枢
密

院
の
任
命
を
要
求
す
る
新
し
い
社
会
グ
ル
ー
プ
の
出
現
に
よ
る
も
の
、

⑳
。

と
し
て
い
る
い
ず
れ
に
せ
よ
二
人
と
も
明
確
な
説
明
は
し
て
お
ら
ず
、

今
後
の
課
題
と
し
て
い
る
。
し
か
し
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
大
貴
族

の
実
務
官
僚
化
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
能
力
あ
る
大
貴
族
以
外
の
者
の

伸
張
が
あ
り
、
こ
れ
を
官
僚
制
の
発
達
を
示
す
も
の
と
み
て
良
か
ろ
う
。

無
論
よ
り
詳
細
に
官
僚
の
実
態
を
見
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
が
、

全
般
的
な
傾
向
と
し
て
は
こ
う
捉
え
て
間
違
い
な
い
と
考
え
る
。

大
貴
族
・
諸
身
分
・
絶
対
王
政

一
七
枇
紀
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
は
、
貨
族
a
d
e
l
s
s
t
a
n
d
e
t
(
総
人

rの
う
ち

O
・
:
.
.
:
:
%
）
、
咆
職
者
p
r
a
s
t
e
s
t
a
n
d
e
t
(
I
%
）
、
巾
民

畑borgarstandet (
I
 

1
%
）
、
幽
匹
民
b
o
n
d
e
s
t
a
n
d
e
t
(
h心

“
i
%
）
の
四

つ
の
身
分
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
了
ハ
一
ヒ
年
議
会
に
お
い
て
定
め
ら
れ

た
「
議
会
条
令
」
r
i
k
s
d
a
g
s
o
r
d
n
i
n
g
の
規
定
に
よ
り
、
各
々
身
分

⑫
。

制
議
会
R
i
k
s
d
a
g
に
代
表
を
出
し
て
い
る

E
国
に
お
い
て
最
も
翡
い
身
分
で
あ
っ
た
貝
族
は
、
免
税
特
権
が
サ

え
ら
れ
、
ま
た
そ
の
小
作
人
は
徴
兵
が
一
部
免
除
さ
れ
て
い
た
。
全
体

が
一
っ
の
身
分
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
六
二
六

年
の
貴
族
院
条
令
r
i
d
d
a
r
h
u
s
o
r
d
n
i
n
g
に
よ
り
、
三
分
割
さ
れ
て
い

た
。
上
級
貴
族
（
ヘ
レ
身
分
h
e
r
r
e
s
t
a
n
d
e
t
)
は
三
つ
の
伯
爵
家
お

よ
び
九
つ
の
男
爵
家
、
中
級
貴
族
（
リ
ッ
ダ
レ
身
分
r
i
d
d
a
r
e
s
t
a
,

n
d
e
t
)
は
枢
密
院
議
員
を
出
し
た
爵
位
を
も
た
ぬ
二
三
の
家
系
、
下
級

貴
族
（
ス
ヴ
ェ
ン
ネ
身
分
s
v
e
n
n
e
s
t
a
n
d
e
t
)
は
そ
れ
以
外
の
九
二
の

家
系
と
定
め
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
貴
族
身
分
は
必
ず
し
も
閉

鎖
的
で
は
な
か
っ
た
。
了
ハ
一

0
年
か
ら
一
ヒ
一
几
年
の
間
に
一
八
九

九
人
が
貴
族
と
な
り
、
ま
た
伯
爵
・
男
爵
の
人
数
も
相
当
に
増
え
て
い

⑳
。る
貴
族
数
の
増
加
の
理
由
は
、
戦
時
奉
仕
に
対
す
る
褒
章
と
し
て
、

ま
た
は
あ
る
程
度
以
L
の
官
職
に
つ
い
た
者
に
対
す
る
恩
寵
と
思
わ
れ

る
。
戦
争
が
続
く
な
か
、
平
民
出
身
で
将
校
あ
る
い
は
官
僚
に
な
る
者

が
増
え
、
彼
ら
が
あ
る
程
度
ま
で
昇
進
す
る
と
、
そ
の

•
I
H
甚
き
に
見
＾
1
1

R。

う
よ
う
貨
族
に
取
り
れ
て
ら
れ
た
の
で
あ
る

し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
上
い
族
数
の
増
加
は
他
Jj
で
は
、
大

t
地
所

有
者
で
も
あ
る
大
貴
族
層
と
、
新
貴
族
を
多
く
含
む
ド
級
貴
族
と
の
間

に
対
れ
を
化
み
出
し
た
。
一
部
の
貨
族
が
多
く
の

t
地
を
所

fiす
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
は
、
じ
~
全
の
じ
領
地
譲
渡
政
策
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
一
し
ハ
間
紀
に
始
ま
っ
た
こ
の
政
策
は
、
行
僚
と
し
て
の
作
仕
あ

る
い
は
軍
役
伶
仕
と
引
き
替
え
に
、
じ
領
地
と
国
じ
収
人
を
賠
仔
ま
た
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は
必
却
に
よ
り
既
族
に
1
J
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
し
肌
紀
前
平
、
と

く
に
戦
費
を
調
達
す
る
意
図
も
あ
っ
て
一
．
ぷ
＇
年
戦
↑
中
お
よ
び
そ
れ
以

後
の
一
六
コ
：
―
|
五
四
年
に
か
け
て
譲
渡
の
半
分
以
上
が
行
わ
れ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
譲
渡
を
受
け
た
の
は
枢
密
院
議
員
、
占
四
位
官
職
保
打
者

や
上
級
将
校
と
い
っ
た
者
た
ち
で
あ
り
、
わ
け
て
も
帯
爵
貴
族
が
多
か
っ

ナ
い
わ
ば
上
級
貴
族
が
そ
の
所
有
地
を
増
や
し
て
い
っ
た
わ
け
で
あ

表る
。
一
五
六

0
年
、
貴
族
全
体
の
全
国
上
に
お
け
る
上
地
所
有
率
は
こ

ニ
・
四
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
女
モ
の
治
世
の
後

⑰
。

半
に
は
ヒ
ニ
％
に
ま
で
増
大
し
て
い
る
そ
れ
を
少
数
の
大
貴
族
が
獲

得
し
て
い
っ
た
の
だ
か
ら
、
彼
ら
と
ド
級
貴
族
と
の
間
の
財
産
格
差
は

広
ま
る
一
方
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
当
時
も
っ
と
も
富
裕
な
貴
族
の
一
人

だ
っ
た
マ
グ
ヌ
ス
・
ガ
プ
リ
エ
ル
・
ド
・
ラ
・
ガ
ル
デ
ィ

M
a
g
n
u
s
 

G
a
b
r
i
e
l

の
一
六
七
九
年
の
収
入
は
王
室
歳
入
の
二

0
分
の
一
も
あ
っ

た
と
い
う
。
ま
た
土
地
所
有
貴
族
の
多
く
は
何
ら
か
の
形
で
商
業
に
携

わ
っ
て
い
た
が
、
古
い
家
柄
や
上
級
貴
族
の
多
く
は
、
鍛
冶
場
や
鋳
造

項。

場
を
持
ち
、
土
地
収
入
に
並
ぶ
利
益
を
あ
げ
て
ぃ

t

こ
れ
に
対
し
て

下
級
貴
族
の
方
は
、
土
地
を
持
っ
て
い
る
と
し
て
も
わ
ず
か
の
農
場
の⑳ 

み
で
あ
り
、
新
貴
族
も
含
め
、
そ
の
収
入
を
主
に
官
職
に
頼
っ
て
い
た

王
室
財
産
の
減
少
に
よ
っ
て
自
分
達
へ
の
俸
給
の
支
払
い
が
滞
り
が
ち

に
な
る
一
方
で
、
一
部
の
大
貴
族
の
み
が
譲
渡
政
策
や
商
業
で
利
益
を

あ
げ
て
い
る
こ
と
に
非
常
に
不
満
で
あ
り
、
後
述
の
王
領
地
回
収
政
策

を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
平
民
身
分
と
政
治
的
態
度
を
同
じ
く
す
る

こ。t
 

．
こ
う
い
っ
た
富
に
関
わ
る
問
題
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
あ
る
い
は
政

治
的
な
面
で
も
、
ド
級
既
族
の
間
に
は
大
貴
族
に
対
す
る
小
満
が
あ
っ

た
。
前
述
し
た
よ
う
に
一
ヒ
川
紀
に
は
新
貴
族
の
数
が
増
加
し
た
が
、

彼
ら
が
最
高
の
地
位
ま
で
卜
昇
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
枢
密
院
議
員
に

な
る
こ
と
は
絶
対

E
政
の
成
立
し
た
一
L

ハ八

0
年
ま
で
は
非
常
に
稀
だ
っ

具
体
的
に
は
一
し
ハ
ヒ
一
．
年
議
会
に
お
い
て
両
者
の
対
'Il
が
は
っ
き
り

み
ら
れ
た
。
成
人
し
、
親
政
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
カ
ー
ル
―
―
枇

（
一
し
ハ
六0
—
几
ヒ
年
、
し
．． 

年
ま
で
摂
政
政
治
期
）
の
即
位
~11
秤
の

雄
案
に
つ
い
て
、
大
既
族
側
は
一
し
ハ
．．． 
四
年
政
体
を
湛
法
と
辺
唸
空
合
セ
、

王
権
の
制
限
を
公
式
に
制
度
化
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し

F
級
貴

族
と
平
民
身
分
は
反
対
し
た
。
大
貴
族
が
官
職
の
任
命
に
大
き
な
影
臀

力
を
持
つ
こ
と
を
警
戒
し
た
た
め
で
あ
る
。
以

t
の
よ
う
に
大
貴
族
と

下
級
貴
族
と
の
間
に
は
全
面
に
わ
た
っ
て
対
立
が
あ
り
、
そ
れ
が
一
六

R。

八

0
年
ま
で
の
貴
族
身
分
を
特
徴
づ
け
て
い
る

次
に
聖
職
者
は
諸
身
分
の
な
か
で
は
妓
も
翡
い
教
行
を
受
け
て
お
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
政
治
に
対
す
る
影
響
力
は
大
き
か
っ
た
。
一
般
的
に
聖
職

者
身
分
は
農
民
身
分
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
。
聖
職
者
は
教
区
に
住
ん

で
い
る
た
め
農
民
の
実
態
を
そ
の
目
で
見
て
お
り
、
ま
た
職
務
上
、
教

区
内
の
会
議
に
住
民
が
持
ち
込
ん
だ
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
取
り
扱
っ
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
く
る
農
民
へ
の
心
情
的
一
致
に
加
え

‘
1
0分
の
一
税

一
因
と
な
っ
た
。
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R、

と
い
う
形
で
経
済
的
に
農
民
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
も
両
身
分
の
関

係
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
聖
職
者
身
分
は
貴
族
身
分
と

は
対
立
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
教
区
内
に
住
む
貴
族
は
、
自
ら
の
荘
園

か
ら
一

0
分
の
一
税
を
支
払
う
こ
と
を
し
ば
し
ば
拒
否
し
た
。
さ
ら
に

譲
渡
政
策
に
よ
っ
て
拡
大
し
た
新
た
な
貴
族
領
に
つ
い
て
も
支
払
い
を

拒
否
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
聖
職
者
は
収
入
が
減
少
す
る
こ
と
に
大
き

な
危
機
感
を
抱
い
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
六
五

0
年
議
会
に
お
い

て
大
監
督
レ
ナ
エ
ウ
ス

L
e
n
a
e
u
s

は
、
貴
族
領
が
増
大
す
る
こ
と
の

危
険
性
を
強
い
調
子
で
訴
え
て
い

5
。
こ
の
議
会
で
は
貴
族
以
外
の
三

身
分
が
「
抗
議
書
」
（
後
述
）
を
提
出
し
、
大
貴
族
の
大
土
地
所
有
を

攻
撃
し
た
の
だ
が
、
そ
の
さ
い
聖
戦
者
が
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
の
で

あ
る
。続
い
て
市
民
の
政
治
的
影
響
力
は
、
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
と
は

い
え
、
い
ま
だ
重
み
を
持
つ
に
は
到
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

市
民
の
社
会
的
状
況
を
述
ぺ
て
お
く
と
、
前
述
の
銅
・
鉄
産
業
の
繁
栄
、

⑬
 

ま
た
都
市
数
の
増
加
と
い
っ
た
経
済
的
な
成
長
が
一
七
世
紀
に
あ
り
、

そ
れ
に
と
も
な
っ
て
市
民
層
の
分
解
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
市
民
身

分
は
一
般
的
に
は
聖
職
者
と
同
様
、
貴
族
の
社
会
的
・
経
済
的
優
位
が
、

翌

王
と
平
民
の
政
治
力
を
弱
め
る
の
で
は
な
い
か
、
と
恐
れ
て
ぃ

t

最
後
に
農
民
に
つ
い
て
。
当
時
の
農
民
身
分
は
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

土
地
を
保
有
し
、
王
に
対
し
租
税
を
支
払
う
義
務
を
持
つ
自
由
農
民
s
k
,

a
t
t
e
b
o
n
d
e
r
、
王
領
地
に
住
む
王
領
農
民

k
r
o
n
o
b
o
n
d
e
r
、
貴
族
領

に
住
み
、
租
税
の
支
払
い
を
免
除
さ
れ
て
い
る
貴
族
領
農
民

fralseb,

cinder

で
あ
る
。
こ
の
内
、
自
由
農
民
が
議
会
に
代
表
を
送
っ
て
い
た
。

政
治
的
・
社
会
的
な
面
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
時
期
は
あ
る
意
味
で
は
農

民
に
と
っ
て
危
機
の
時
代
だ
っ
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
前
述
の
よ
う

に
貴
族
領
が
増
え
、
王
領
農
民
・
自
由
農
民
の
多
く
が
貴
族
の
支
配
下

に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
特
に
も
と
も
と
自
由
農
民

だ
っ
た
者
に
と
っ
て
は
、
土
地
所
有
権
は
保
持
し
た
も
の
の
、
税
の
大

部
分
を
貴
族
に
払
い
、
賦
役
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
ま
た

譲
渡
さ
れ
て
い
な
い
土
地
の
農
民
と
し
て
も
、
租
税
支
払
い
を
免
除
さ

れ
て
い
る
貴
族
領
農
民
の
増
加
の
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
土
地
へ
の
課

⑮
 

税
が
重
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
不
満
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
農
民
身
分

は
他
の
平
民
身
分
と
と
も
に
、
議
会
に
お
い
て
こ
と
あ
る
ご
と
に
王
領

地
の
回
収
と
農
地
の
回
復
を
強
く
主
張
し
た
。

貴
族
の
課
す
賦
役
に
つ
い
て
は
、
と
て
も
耐
え
ら
れ
な
い
く
ら
い
厳

し
い
と
農
民
は
議
会
で
主
張
し
た
が
、
最
近
の
研
究
に
よ
れ
ば
そ
れ
ほ

ど
悪
い
状
況
で
は
な
か
っ
た
ら
し

N
。
し
か
し
実
態
が
ど
う
で
あ
れ
、

当
時
の
農
民
が
貴
族
の
支
配
下
に
入
る
こ
と
を
大
変
な
脅
威
と
感
じ
て

い
た
こ
と
が
問
題
で
あ
ろ
う
。
一
六
四
九
年
に
聖
職
者
出
身
の
貴
族
工

ド
ヴ
ァ
ル
ド
・
フ
ィ
リ
プ
ソ
ン
・
エ
ー
レ
ン
ス
テ
ー
ン

E
d
w
a
r
d
 

P
h
i
l
i
p
s
s
o
n
 
E
h
r
e
n
s
t
e
e
n

は
、
幽
齊
氏
の
不
油
向
を
代
弁
し
た
。
ハ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
彼
ら
〔
貴
族
〕
は
、
も
と
も
と
の
自
分
の
農
民
に
対
す
る
よ
り
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も
重
い
義
務
を
課
し
て
い
る
。
ま
ず
果
て
し
の
な
い
雑
役
、
次
に

異
常
に
多
い
賦
役
、
そ
し
て
戦
時
課
税
。
…
…
諸
身
分
の
享
受
す

る
自
由
は
…
…
貴
族
身
分
と
同
様
聖
職
者
も
、
市
民
も
、
農
民
も

み
な
等
し
い
。
…
…
そ
し
て
こ
れ
を
侵
す
者
は
国
制
と
法
の
根
幹

⑰
。

を
侵
す
」

や
や
大
袈
裟
な
表
現
で
は
あ
る
が
、
貴
族
（
特
に
大
貴
族
）
の
領
地
の

拡
大
が
農
民
の
自
由
を
脅
か
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る。
各
身
分
の
状
況
は
お
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
が
、
全
体

的
に
み
る
と
、
大
貴
族
の
領
地
の
拡
大
と
そ
れ
に
と
も
な
う
勢
力
の
増

大
に
対
し
、
下
級
貴
族
お
よ
び
平
民
三
身
分
が
大
き
な
不
満
を
抱
い
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
不
満
は
、
王
権
の
強
化
と
そ
れ
に
よ
る
大

貴
族
の
勢
力
削
減
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

平
民
三
身
分
が
最
初
の
行
動
を
起
こ
し
た
。
そ
れ
が
一
六
五

0
年
議

会
に
お
け
る
「
抗
議
書
」

p
r
o
t
e
s
t
a
t
i
o
n

の
提
出
で
あ
る
。
こ
れ
は

一
部
の
大
貴
族
が
領
地
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
攻
撃
で
あ
る

と
と
も
に
、
譲
渡
さ
れ
た
王
領
地
を
貴
族
か
ら
王
が
取
り
戻
す
「
王
領

地
回
収
政
策
」

r
e
d
u
k
t
i
o
n

の
実
施
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
最
近
の
戦
争
の
間
に
行
な
わ
れ
た
王
領
地
の
譲
渡
に
よ
り
、
王

権
は
著
し
く
弱
体
化
し
て
い
る
…
…
今
や
こ
れ
ら
の
領
地
は
取
り

返
さ
れ
る
べ
き
だ
…
…
。
も
し
そ
れ
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
陛
下

が
い
か
に
そ
の
地
位
と
権
威
を
保
ち
、
政
治
が
い
か
に
現
在
の
形

と
国
制
を
維
持
し
て
い
く
の
か
、
我
々
に
は
分
か
ら
な
い
。
…
…

〔
譲
渡
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
〕
陛
下
は
王
室
に
対
す
る

決
ま
っ
た
年
収
を
得
る
代
わ
り
に
、
民
衆
を
苦
し
め
て
い
る
不
確

実
で
新
し
い
税
に
依
存
し
て
お
り
、
そ
れ
は
下
級
身
分
の
困
窮
な

憑゚

し
に
は
徴
収
さ
れ
得
な
し
」

こ
の
よ
う
に
回
収
政
策
の
実
施
が
、
王
権
の
強
化
と
平
民
身
分
の
救
済

と
な
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
抗
議
書
は
こ
の
時
は
実
を
結
ば
な
か
っ

た
が
、
一
六
五
五
年
議
会
に
お
い
て
、
行
き
詰
ま
っ
た
財
政
を
打
破
す

c

⑲
 

る
た
め
、
カ
ー
ル
一

0
世
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ウ
と
平
民
身
分
の
サ
ポ
ー

ト

に

よ

っ

て

い

わ

ゆ

る

「

四

分

の

一

回

収

政

策

」

f
i

a
,
 

r
d
e
p
a
r
t
s
r
e
d
u
k
t
i
o
n
が
辻
公
疋
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
一
六
三
三
年
以

降
に
譲
渡
さ
れ
た
元
の
王
領
地
か
ら
の
収
入
の
四
分
の
一
が
王
室
に
戻

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

5
。
一
六
五
七
年
ま
で
に
、
歳
入
と
し
て
七
万
八

0
0
0銀
ダ
ー
レ
ル
が
増
加
、
ま
た
戦
争
の
た
め
回
収
政
策
実
施
の
ペ
ー

ス
は
遅
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
八

0
年
ま
で
の
間
に
さ
ら
に
計
ニ
―
―
-

項。

万
四

0
0
0銀
ダ
ー
レ
ル
を
王
室
は
獲
得
し

t

一
六
八

0
年
議
会
に
お
い
て
こ
の
問
題
に
最
終
的
な
決
着
が
つ
い
た
。

抗
議
書
に
基
づ
く
徹
底
し
た
回
収
政
策
の
実
施
が
あ
ら
た
め
て
議
題
と

な
り
、
こ
れ
を
ま
ず
平
民
身
分
が
承
認
し
た
。
下
級
貴
族
の
場
合
は
平

民
身
分
と
と
も
に
政
策
実
施
の
主
張
そ
の
も
の
は
し
て
い
た
が
、
貴
族

全
体
の
団
結
と
特
権
を
守
る
た
め
徹
底
し
た
回
収
に
は
反
対
し
た
。
し

か
し
海
軍
大
臣
ハ
ン
ス
・
ヴ
ァ
ク
ト
メ
イ
ス
テ
ル

H
a
n
s
W
a
c
h
t
m
e
,
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ister

が
、
譲
渡
さ
れ
た
土
地
が
年
収
六

0
0銀
ダ
ー
レ
ル
を
超
え
る

者
と
、
伯
爵
・
男
爵
の
領
地
を
回
収
の
対
象
に
す
る
こ
と
を
提
案
す
る

と
、
こ
れ
に
該
当
す
る
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
下
級
・
中
級
貴
族
は
こ

れ
を
承
認
、
大
貴
族
を
多
く
含
む
上
級
貴
族
も
圧
力
に
屈
し
、
回
収
政

9
。

策
の
実
施
が
決
定
さ
れ

t

そ
の
結
果
譲
渡
し
た

k
地
の
八
割
が

E
室

⑬
 

に
還
元
さ
れ
た
（
次
章
参
照
）
。

⑪
 

さ
ら
に
こ
の
議
会
で
は
、
カ
ー
ル
―
一
世
の
摂
政
政
府
の
失
政
に
対

す
る
裁
判
（
摂
政
裁
判

f
o
r
m
y
n
d
a
r
r
a
f
s
t
e
n
)

も
行
な
わ
れ
、
大
貴

族
の
勢
力
が
さ
ら
に
弱
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
最
後
に
「
一
し
ハ

八

0
年
の
諸
身
分
の
宣
言
」

1
6
8
0
a
r
s
s
t
a
n
d
e
r
f
o
r
k
l
a
r
i
n
g

が
出
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
王
権
を
制
限
し
た
一
六
：
•
四
年

政
体
に

E
は
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
行
動
は
た
だ
神
に
の
み

⑮
 

れ
う
巾
が
'lJ...•• 
11

さ
れ
、
絶
対
じ
政
が
巾
実

t
確
れ
し
た
。

以

K
の
よ
う
に
、
強
国
時
代
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
↓
ー
初
、
大
き
な

勢
力
を
持
つ
大
貴
族
と
そ
れ
に
木
満
を
持
つ
ド
級
貴
族
お
よ
び
平
民
諸

身
分
と
い
う
対
立
構
造
が
あ
っ
た
。
絶
対

t
政
の
導
入
は

E
室
の
財
政

問
題
を
解
決
す
る
も
の
で
あ
る
と
詞
時
に
、
国
内
の
対
立
を
解
梢
す
る

も
の
で
も
あ
り
、
領

t
の
拡
張
に
よ
っ
て
外
見
上
強
く
な
っ
た
帝
国
を
、

さ
ら
に
内
面
か
ら
強
化
す
る
も
の
と
な
っ
た
と
す
11

え
よ
う
。

第
三
章

本
国
と
地
方
の
関
係

「
本
国
」
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
1
1

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
こ
と
を
、
ま
た
⑯
。

「
地
方
」
は
強
国
時
代
に
獲
得
し
た
新
し
い
領
土
の
こ
と
を
指
す
本

章
で
は
バ
ル
ト
地
方
と
ド
イ
ッ
地
方
を
中
心
に
検
討
す
る
。

財
政
は
国
家
に
と
っ
て
重
大
な
問
題
で
あ
る
が
、
前
章
で
述
ぺ
た

E

領
地

1
収
政
策
に
よ
っ
て
、
カ
ー
ル
一
て
世
の
治
世
の
間
の
歳
人
は
格

段
に
増
え
て
い
る
。
増
加
額
は
帝
国
令
体
で
一

JL:．． 
jj七
h
0
0銀
ダ
ー

レ
ル
、
ド
イ
ツ
地
Jj
は
そ
の
う
ち
．

E
ハ
ガ
六
五

0
0銀
ダ
ー
レ
ル
（
一

．．
 
゜
・
ヒ
％
）
だ
が
、
バ
ル
ト
地
Jj
に
い
た
っ
て
は
八
八
jj六
0
0
0銀

⑰
。

ダ
ー
レ
ル
（
四
li
．
七
％
）
に
の
ぼ
っ
て
い
る

M
収
に
と
も
な
い
多

く
の
利
益
を
地
方
か
ら
引
き
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
の
歳
入
を

一
六
JL
九
年
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
、
令
体
が
六
五
七
Jj六
七
：
四
銀

ダ
ー
レ
ル
、
う
ち
本
llq
か
ら
は
四
一
し
ハ
Jj八
四
六
四
銀
ダ
ー
レ
ル
（
八

:
•
•
四
％
）
、
バ
ル
ト
地Jiか
ら
は
一
．
こ
八j
j四
八
四
〇
銀
ダ
ー
レ
ル

(
 ．
． 

一
・
一
％
）
、
ド
イ
ッ
地
jjか
ら
は
一

0•• 

jj.
：
四
．． 

0
銀
ダ
ー
レ

⑱
。

ル

(
-
h
．
几
％
）
と
な
っ
て
い
る

．．． 
分
の
一
以

t
が
地
力
か
ら
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
帝
国
財
政
の
相
wー
の
部
分
が
地
Ji

か
ら
の
歳
人
に
よ
っ
て
い
た
。

そ
う
し
た
地
jjか
ら
の
歳
人
は
ど
の
よ
う
に
帝
国
財
政
に
還
元
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
一
し
令
ハ
．． 

年
の

f
卯
で
は
、

本
国
向
け
一
几

几
jjし
ハ
八
八
〇
銀
ダ
ー
レ
ル
に
対
し
バ
ル
ト
地
力
に
は
四
0
J
j七
几
：
・

〇
銀
ダ
ー
レ
ル
、

ド
イ
ツ
地
Jj
に
は

h•• 

Jj
四：
．．． 
パ

0
銀
ダ
ー
レ
ル
が

割
り
↓
ー
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
年
の
軍
巾
支
川
は
本
国
で
は
平
分
に
満
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た
な
い
の
に
対
し
、
地
方
で
は
行
政
支
出
の
四
倍
以
上
、
と
く
に
ポ
ン

メ
ル
ン
で
は
予
算
の
四
分
の
三
以
上
に
の
ぼ
り
、
地
方
の
軍
事
負
担
の

相
対
的
な
重
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
ロ
バ
ー
ツ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
支
出

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
か
ら
帝
国
全
体
で
財
政
を
統
合
す
る
必
要
性
が
生
ま

れ
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
例
え
ば

イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
・
ヴ
ィ
ス
マ
ー
ル
・
ポ
ン
メ
ル
ン
の
赤
字
を
補

う
た
め
に
、
一
六
八
六
年
エ
ス
ト
ニ
ア
・
リ
ヴ
ォ
ニ
ア
の
財
源
か
ら
二

0
万
銀
ダ
ー
レ
ル
が
活
用
さ
れ
た
。
プ
レ
ー
メ
ン
は
一
六
九
七
—
九
九

年
の
間
に
ヴ
ィ
ス
マ
ー
ル
の
財
務
庁
に
対
し
て
一
三
万
一

0
0
0銀
ダ
ー

レ
ル
を
援
助
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
ロ
バ
ー
ツ
の
言
う
よ
う

⑲
 

に
、
確
か
に
幾
分
急
場
し
の
ぎ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
あ
る
が
、
帝
国
全
体

を
視
野
に
入
れ
た
歳
入
の
再
分
配
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

財
政
面
で
の
帝
国
の
一
体
化
を
示
す
も
の
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。

次
に
人
材
の
点
で
は
、
地
方
は
帝
国
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
た
の
か
。

表
⑤
で
ま
ず
上
級
官
吏
の
出
身
地
と
そ
の
比
率
を
示
す
。
基
本
的
に
は

本
国
出
身
者
が
そ
の
大
半
を
占
め
て
い
る
が
、
詳
細
に
み
れ
ば
、
一
六

四
0
年
、
一
六
八

0
年
は
地
方
出
身
者
が
や
や
多
い
。
表
⑥
か
ら
は
高

級
将
校
の
出
身
地
と
比
率
が
分
か
る
。
本
国
出
身
者
が
多
い
の
は
当
然

だ
が
、
官
吏
に
比
べ
両
地
方
と
も
そ
の
比
率
が
高
く
、
特
に
バ
ル
ト
地

方
の
比
率
の
高
さ
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
具
体
的
な
例
と
し
て
、

バ
ル
ト
地
方
出
身
の
高
級
将
校
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の
連
隊
に
占
め
る
長。

割
合
は
、
一
七
一
九
年
で
五
四
％
、
二
九
年
で
も
四
三
％
に
の
ぼ
っ
ヤ

表⑤：上級官吏の出身地とその比率 (1640-1735年）

＜出身地＞ ＜1640> <1660> <1680> <1700> <1120> <1735> 
スウェーデン..…•65.1 70.6 76.3 74.1 78.5 79.1 
フィンランド……11.5 9.6 9.7 15.6 9.6 10.3 
バルト地方•…• ••.. 4.5 2.0 3.2 1.5 5.1 5.6 
ドイツ地方……•••5.1 3.6 4.2 2.6 2.6 1.6 
その他……•.．．．..．． - 1.0 -・ 0.3 0.3 -
不明•………•·······13.8 13.2 6.6 5.9 3.9 3.4 

（％） 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

表⑥：高級将校の出身地とその比率 (1640-1729年）

＜出身地＞ ＜1640> <1684> <t698> <1719> <t 729> 
スウェーデン……39.2 54.3 53.8 45.7 57.0 
フィンランド……16.5 8.0 6.3 10.3 8.1 
バルト地方………16.5 22.5 22.6 31.4 23. 7 
ドイツ地方…·…••9.8 9.2 10.5 10.0 9.1 
その他・・...……・…18.0 6.0 2.8 2.6 2.1 

100.0 

(%) 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
⑤⑥ :S.Lundkvist, "The Experience of Empire : Sweden 

as a Great Power", pp.54-55. 

方
政
策
と
そ
れ
に
対
す
る
地
方
の
対
応
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

か
だ
ろ
う
。
両
者
の
関
係
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
、

本
国
側
の
対
地

に
よ
る
地
方
の
圧
制
的
支
配
と
い
っ
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
も
明
ら

か
な
り
深
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、

そ
の
関
係
が
、

本
国

以
上
か
ら
財
源
・
人
的
資
源
の
両
面
で
本
国
と
地
方
の
結
び
つ
き
が

こ
の
よ
う
に
軍
事
・
行
政
の
両
方
で
、
地
方
の
人
材
は
か
な
り
帝
国
に

入
り
こ
ん
で
い
た
。
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―
つ
の
法
、

ま
ず
本
国
の
対
地
方
政
策
で
あ
る
が
、
一
七
世
紀
前
半
に
は
二
つ
の

主
要
な
方
針
が
あ
っ
た
。
―
つ
は
「
合
併
政
策
」
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
法
と
特
権
の
下
に
地
方
を
同
化

u
n
i
f
o
r
m
i
t
e
t

す
る
と
と
も
に
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
臣
民
と
し
て
の
議
会
へ
の
代
表
権
r
e
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
o
n

を
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
主
な
論
者
は
枢
密
院
議
員
ユ
ー
ア

ン
・
シ
ュ
ッ
テ

J
o
h
a
n
S
k
y
t
t
e

で
、
リ
ヴ
ォ
ニ
ア
総
督
だ
っ
た
一

六
三

0
年
に
そ
の
対
地
方
政
策
の
方
針
を
「
一
人
の
王
、

―
つ
の
国
」

u
n
u
s
rex, u
n
a
 lex 
et 
g
r
e
x
 
u
n
u
s

と
表
現
し
て
い

る
。
も
う
―
つ
は
「
融
和
政
策
」
で
、
地
方
は
独
自
の
地
位
咎
、
S

邑
l,

n
i
n
g
に
あ
る
、
す
な
わ
ち
地
方
議
会

l
a
n
t
d
a
g
を
持
ち
、
旧
来
の
法

と
特
権
を
保
持
す
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
代
表
的
な
論
者
は
宰
相

⑪
 

ア
ク
セ
ル
・
オ
ク
セ
ン
シ
ェ
ー
ナ

A
x
e
l

で
あ
っ
た

合
併
政
策
は
、
か
つ
て
王
権
の
強
化
を
図
っ
た
カ
ー
ル
九
世
(
-
六

0
四
ー
―
一
年
）
の
政
策
が
そ
の
始
め
で
ー
、
シ
ュ
ッ
テ
も
同
様
の
意
図

で
合
併
を
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
融
和
政
策
は
大
貴
族
の
利
害
を
守

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
本
国
の
大
貴
族
は
地
方
に
多
く
の
領
地
を
持
っ

て
お
り
、
例
え
ば
一
六
五

0
年
頃
リ
ヴ
ォ
ニ
ア
の
五
分
の
二
は
彼
ら
の

R
 

も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
の
貴
族
の
権
威
は
、
特
に
農
民
に
対
し
て
は
本

国
よ
り
も
強
く
、
も
し
合
併
政
策
を
進
め
れ
ば
そ
の
権
威
は
弱
ま
っ
て

⑬
。

し
ま
う
ま
た
地
方
貴
族
が
議
会
や
枢
密
院
を
通
じ
本
国
に
関
わ
っ
て

く
る
こ
と
を
防
ぎ
、
本
国
内
の
大
貴
族
の
勢
力
を
守
る
た
め
に
、
融
和

⑭
。

政
策
が
唱
え
ら
れ
た
大
貴
族
の
勢
力
が
強
い
間
は
こ
の
融
和
政
策
が

と
ら
れ
た
が
、
絶
対
主
義
の
成
立
以
降
は
合
併
政
策
が
進
め
ら
れ
た
。

こ
れ
は
王
領
地
回
収
政
策
を
よ
り
た
や
す
く
推
し
進
め
る
た
め
で
も
あ

る
。
た
だ
し
地
方
議
会
は
存
続
し
た
。

地
方
は
こ
れ
に
ど
う
対
応
し
た
の
か
。
ス
コ
ー
ネ
を
始
め
と
す
る
旧

デ
ン
マ
ー
ク
領
は
最
も
合
併
政
策
が
巧
く
い
っ
た
地
域
で
あ
る
。
一
六

七
五
年
、
ス
コ
ー
ネ
を
取
り
戻
す
た
め
に
デ
ン
マ
ー
ク
軍
が
こ
こ
に
上

陸
し
、
ス
コ
ー
ネ
戦
争
が
始
ま
っ
た
(
|
七
九
年
）
。
こ
の
時
は
住
民

は
デ
ン
マ
ー
ク
軍
に
協
力
し
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
に
対
し
ゲ
リ
ラ
戦
を

行
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
中
央
に
よ
っ
て
よ
り
徹

底
し
た
合
併
政
策
が
採
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
も
重
要
な
の
は
教

会
に
関
す
る
も
の
で
、
教
理
問
答
・
祈
祷
書
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
の
も

の
に
替
え
ら
れ
、
説
教
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
う
し
た
結
果
、
一
七

0
九
年
に
再
び
デ
ン
マ
ー
ク
軍
が
ス
コ
ー

ネ
に
上
陸
し
た
と
き
、
住
民
は
す
で
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
と
な
っ
て
い

た
と
い
冠
。

バ
ル
ト
地
方
で
は
身
分
に
よ
っ
て
対
応
の
違
い
が
若
干
あ
っ
た
。
リ

ヴ
ォ
ニ
ア
貴
族
の
場
合
、
旧
来
の
特
権
や
地
方
裁
判
所
の
保
持
を
望
ん

だ
が
、
現
実
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
法
が
適
川
さ
れ
、
ス
コ
ー
ネ
と
同

様
の
教
会
政
策
が
採
ら
れ
て
「
リ
ヴ
ォ
ニ
ア
に
も
絶
対
じ
義
が
導
入
さ

れ
ば
。
」
し
か
し
特
権
保
持
へ
の
望
み
は
消
え
ず
、
一
七
一
九
年
に
も

王
権
側
と
リ
ヴ
ォ
ニ
ア
貴
族
の
代
表
団
の
間
で
そ
の
件
に
つ
い
て
の
交

渉
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
エ
ス
ト
ニ
ア
貴
族
の
場
合
は
、
そ
も
そ
も
エ
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ス
ト
ニ
ア
が
戦
争
で
は
な
く
条
約
に
よ
っ
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
領
と
な
っ

R、

た
た
め
リ
ヴ
ォ
ニ
ア
の
よ
う
に
旧
特
権
を
要
求
す
る
よ
う
な
こ
と
は

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
バ
ル
ト
地
方
の
市
民
の
場
合
は
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
と
の
結
び
つ
き
に
好
意
的
だ
っ
た
。
リ
ガ
お
よ
び
西
ド
ヴ
ィ
ナ
川

下
流
域
、
レ
ヴ
ァ
ル
と
い
う
当
時
の
交
易
の
要
衝
地
が
―
つ
の
帝
国
に
R。

取
り
込
ま
れ
て
い
る
の
は
、
交
易
に
有
利
か
つ
安
全
だ
か
ら
で
あ
る

ド
イ
ツ
地
方
で
は
合
併
は
困
難
だ
っ
た
。
例
え
ば
ポ
ン
メ
ル
ン
の
諸

身
分
は
、
公
爵
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
は
こ
こ
で
は
ポ
ン
メ
ル
ン
公
で
あ

る
）
と
は
対
等
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
ポ
ン
メ
ル
ン
議

会
は
公
爵
の
許
可
と
監
督
の
も
と
に
行
な
わ
れ
る
、
あ
る
い
は
官
職
へ

の
任
命
は
公
爵
が
ひ
と
り
で
行
な
う
、
と
い
う
公
爵
側
の
主
張
は
ど
ち

ら
も
諸
身
分
の
反
対
を
受
け
た
。
プ
レ
ー
メ
ン
市
に
お
い
て
も
、
本
国

に
軍
事
負
担
金
を
供
出
す
る
こ
と
を
条
件
に
市
自
身
で
政
治
を
行
な
う

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
ド
イ
ッ
地
方
に
お
い
て
は
、
バ
ル

ト
地
方
と
は
異
な
っ
て
絶
対
主
義
は
導
入
さ
れ
ず
、
地
方
の
独
自
性
が

⑪
。

保
た
れ
た

以
上
み
て
き
た
結
果
、
決
し
て
本
国
と
地
方
が
「
完
全
に
」
融
合
し

あ
う
帝
国
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
か
な
り
強
い
結
び
つ
き

を
持
つ
帝
国
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
確
か
に
地
方
に
よ
っ

て
合
併
の
度
合
い
は
異
な
っ
て
お
り
、
ま
た
中
央
政
府
と
し
て
は
財
政

的
に
も
人
材
の
点
で
も
、
地
方
に
依
存
し
な
け
れ
ば
帝
国
維
持
は
お
そ

ら
く
困
難
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
地
方
の
断
固
た
る
反
抗
を
引

上
げ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

き
起
こ
さ
ず
、
あ
る
程
度
絶
対
じ
義
を
導
人
し
え
た
の
は
、
本
国
と
地

力
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

以
上
三
つ
の
側
面
か
ら
、
バ
ル
ト
帝
国
の
内
部
の
実
情
を
概
観
し
た
。

そ
こ
か
ら
強
国
時
代
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
グ
ス
タ
フ
・
ア
ド
ル
フ
か
ら
カ
ー
ル
一

0
世
に

至
る
ま
で
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
隣
国
と
の
戦
争
と
そ
の
勝
利
に
よ
っ
て

拡
大
を
続
け
て
き
た
。
よ
っ
て
対
外
関
係
の
側
面
か
ら
み
た
と
き
、
こ

の
時
期
を
強
国
と
評
価
す
る
こ
と
は
確
か
に
で
き
る
。
し
か
し
本
国
の

内
部
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
社
会
的
・
経
済
的
に
大
き
な
力
を
持
つ
に
至
っ

た
大
貴
族
と
、
彼
ら
に
強
い
不
満
を
抱
く
諸
身
分
と
の
間
に
深
い
対
立

が
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
貴
族
領
の
増
大
と
打
ち
続
く
戦
争
に
よ
っ
て

国
家
財
政
は
破
綻
し
て
い
た
。
帝
国
領
土
の
拡
大
と
は
裏
腹
に
国
内
は

非
常
に
危
険
な
状
況
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
王
領
地
回
収
政
策
の
実

施
と
「
一
六
八

0
年
の
諸
身
分
の
宣
言
」
に
よ
っ
て
成
立
し
た
絶
対
王

政
は
、
こ
う
し
た
本
国
内
の
不
安
定
な
状
況
を
一
気
に
解
消
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
地
方
と
本
国
と
の
関
係
を
一
層
深
め
る
も

の
で
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
絶
対
王
政
が
成
立
し
て
初
め
て
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
は
「
強
国
」
と
し
て
の
名
に
相
応
し
い
強
固
な
国
家
体
制
を
築
き
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①
当
時
こ
の
語
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
恐
ら
く
な
く
、
本
稿
中
で
も
「
王

国
」
「
国
王
」
と
い
う
語
を
用
い
る
が
、
海
外
領
土
も
含
め
た
国
家
全
体

を
指
す
と
き
は
「
帝
国
」
と
表
現
す
る
。

②
成
瀬
治
「
国
際
政
治
の
展
開
」
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
一
四
」
岩
波

書
店
、
一
九
六
九
年
、
七
八
ー
八

0
頁

。

・

③

P
e
r
r
y
 A
n
d
e
r
s
o
n
,
I
`
i
n
e
a
g
e
s
 
o
f
 t
h
e
 A
b
s
o
l
u
t
i
s
t
 State, 

L
o
n
d
o
n
 a
n
d
 N
e
w
 Y
o
r
k
,
1
9
7
9
,
p
p
.
1
9
9
,
2
0
2
.
ま
た
ロ
シ
ア
の
ピ
ョ
ー

ト
ル
大
帝
が
行
政
改
革
の
モ
デ
ル
と
し
た
の
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
だ
っ
た
と

註 最
後
に
な
る
が
、
絶
対
主
義
王
権
が
、
「
社
団
」
あ
る
い
は
「
中
間

諸
権
力
」
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
臣
民
を
統
治
で
き
た
こ
と

ゃ
、
絶
対
王
政
下
の
官
僚
制
の
家
産
的
性
格
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

現
釦
‘
官
僚
制
の
発
達
を
背
景
に
し
た
国
王
権
力
の
全
国
レ
ベ
ル
で
の

伸
張
、
と
い
う
本
稿
の
基
本
的
視
角
は
あ
ま
り
に
素
朴
な
も
の
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
三
章
か
ら
得
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
も
と
に

す
る
と
、
本
国
と
地
方
と
の
比
較
的
強
い
結
び
つ
き
を
見
て
取
る
こ
と

が
出
来
よ
う
。
逆
に
ド
イ
ツ
地
方
の
相
対
的
に
強
い
自
立
傾
向
を
、
単

に
絶
対
王
政
に
対
す
る
阻
害
要
因
や
限
界
と
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
の

社
団
国
家
論
の
文
脈
の
な
か
で
捉
え
直
す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
な
初
期
近
代
ョ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
バ
ル
ト
帝
国

分
析
は
、
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
。

さ
れ
る
。
土
肥
恒
之
『
ロ
シ
ア
近
世
農
村
社
会
史
』
創
文
社
、

年
、
二

0
ー
ニ
ニ
頁
。

④
さ
し
あ
た
っ
て
は
、
百
瀬
宏
『
北
欧
現
代
史
』
山
川
出
版
社
、

0
年
、
三
八
ー
四
七
頁
、
を
参
照
。

⑤
ー
・
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
（
川
北
稔
訳
）
『
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
一

六
0
0
|
―
七
五

0
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
＿
一
年
、
二
四

0
ー

四
五
頁
。
ま
た
、
玉
木
俊
明
「
バ
ル
ト
海
貿
易
(
-
五
六

0
ー
一
六
六
0
)

|
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ー
」
『
社

会
経
済
史
学
』
第
五
七
巻
第
五
号
、
一
九
九
一
年
―
二
月
、
四
六
ー
四
七

頁
、
も
参
照
の
こ
と
。

⑥

F
r
a
n
k
l
i
n
 D
.
S
c
o
t
t
,
 
S
w
e
d
e
n
:
 T
h
e
 
Nation•s 

H
i
s
t
o
r
y
,
e
n
,
 

l
a
r
g
e
d
 
ed., C
a
r
b
o
n
d
a
l
e
 
a
n
d
 
E
d
w
a
r
d
s
v
i
l
l
e
,
 1988,p.183. -14 

間
晴
樹
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
内
閣
制
度
の
起
源
（
前
編
）
」
『
青
山

史
学
』
一
三
号
、
一
九
九
二
年
―
一
月
、
一
六
五
頁
。

⑦
―
六
二
三
年
に
は
オ
ー
ポ
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
担
当
）
、
三

0
年
ド
ル
。
ハ
ー

ト
（
エ
ス
ト
ニ
ア
担
当
）
、
三
四
年
イ
ェ
ン
シ
ェ
ー
ピ
ン
グ
（
南
部
担
当
）
、

五
三
年
ヴ
ィ
ス
マ
ー
ル
（
ド
イ
ッ
担
当
）
に
も
そ
れ
ぞ
れ
設
け
ら
れ
て
い

る。

⑧
本
間
、
前
掲
論
文
、
一
六
五
ー
六
六
頁
。

⑨

M
i
c
h
a
e
l
 R
o
b
e
r
t
s
,
 G
u
s
t
a
v
u
s
 A
d
o
l
p
h
u
s
,
2
n
d
 e
d
.
,
L
o
n
d
o
n
,
 

1992,pp.83,84. 

⑩
本
間
、
前
掲
論
文
、
一
六
六
頁
。

M
.
R
o
b
e
r
t
s
,
e
d
.
,
S
w
e
d
e
n
a
s
 
a
 

G
r
e
a
t
 P
o
w
e
r
 1
6
1
1
＇]
6
9
7
,
L
o
n
d
o
n
,
1
9
6
8
,
p
p
.
1
8
,
1
9
.
 

⑪
氏
に
よ
れ
ば
、
「
大
貴
族
」
の
家
系
の
数
は
三
三
と
さ
れ
て
い
る
。

B
j
,

orn A
s
k
e
r
,
 
"
A
r
i
s
t
o
c
r
a
c
y
 a
n
d
 A
u
t
o
c
r
a
c
y
 in S
e
v
e
n
t
e
e
n
t
h
,
 

一
九
八

一
九
八
七

-52-



century S
w
e
d
e
n
 :
 Th
e
 Decline of 

the 
Aristocracy 

with-

in 
the 
Civil 
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n
 before 
1680",Scandinavian 

J
o
u
r
n
a
l
 of History,Vol.15,No.2,1990,p.93. 

⑬
K
u
r
t
 A
 gren, 
"Rise a
n
d
 Decline of 

a
n
 
Aristocracy :

 

T
h
e
 S
w
e
d
i
s
h
 Social a

n
d
 Political 

Elite 
in 
the 
17th 

Century",SJH.,Vol.l-2,No.1-2,1976,pp.60-61. 

⑬
Ibid.,p.67. 

R
 
M
.
R
o
b
e
r
t
s
,
℃
harles X

 a
n
d
 his 
Council :

'
D
u
a
l
i
s
m
'
 

or Co-operation?",in his 
F
r
o
m
 Oxenstierna to 

Charles 

X
 D
:
 F
o
u
r
 studies,Cambridge,1991. 

⑬
 
1-1
く
臣
＜
母
：
I1兵
如
’
回
兵
母
：
llllll
芯
'J.tj0
姐
111
く
如
’
ば

澤
：
回
Ill
如
’l+:li

Ill¼-:
国
ギ
芯
’
ば

II]母
：
ば
ギ
如
’
ば
臣
母
：
ば

兵
如
0

-R
ー
~
1
0
辛
忌
注
巡
企
ば
回
芯
べ
廿
辺
匹
0
Ibid.,p.57. 

⑮
Ibid.,pp.57-58. 

◎
Ibid.p.60. 

@
 
M
.
R
o
b
e
r
t
s
,
 
"
O
n
 
Aristocratic 

Constitutionalism 
in 

S
w
e
d
i
s
h
 
History,1520-1720",in 

his 
E
s
s
a
y
s
 
in 
S
w
e
d
i
s
h
 

History,London,1967,p.29. 

R
 
Asker,op.cit.,p.95. 

R
 
Agren,op.cit.,p.79. 

R
 

1
ギ
却
出
巡
升
恥
心

H
—
年
，
ヽ
＝
ト
ヽ
，
‘
'
ト
や
e
額
<
D
辺
’
況

呼
1

l+:lOl.t::-<-\J
匹
~
i-Q0 
Stellan 
Dahlgren, 

"Estates 

a
n
d
 
Classes",M.Roberts,ed.,Sweden's 

A
g
e
 
of 
Great-

ness 1632-1718,Aylesbury,1973,p.104. 

@
 
G
o
r
a
n
 Rystad, 

"The Estates 
of 
the 
R
e
a
l
m
.
t
h
e
 
M
o
n
-

archy, 
a
n
d
 E
m
p
i
r
e
,
 
1611-1718",Michael 

F.Metcalf.ed., 

T
h
e
 R
i
k
s
d
a
g
 :
 A
 History 

of 
the 
S
w
e
d
i
s
h
 
Parliament, 

S
t
o
c
k
h
o
l
m
,
 1987,p.69. 

⑬
G
o
r
a
n
 Behre, 
Lars-Olof Larsson, 

E
v
a
 
Osterberg, 

Sveriges historia 
1521-1809, 

Stockholm, 
1985, 
S.121. 
I
 K
 

#
.
.
μ
母
悩
や
旦
’
呈
臨
辺
臣
4<-<'
訳
臨
!
!
I
 I
 I
 -<ll-i:6 
r
 +!゚
Sven

E. 
A
s
t
r
o
m
,
 
"
T
h
e
 
S
w
e
d
i
s
h
 
E
c
o
n
o
m
y
 a
n
d
 
S
w
e
d
e
n
'
s
 

R
o
l
e
 
as 
a
 G
r
e
a
t
 
P
o
w
e
r
 
1632-1697",Roberts,ed.,Swe-

den's A
g
e
 of Greatness, 

pp.76-77. 

@
 
Dahlgren,op.cit.,p.127. 

@
 
lbid.,p.122. 

R
 
囲
田
Q
廿
妾

~-\ijl:-\!ll-!!11<
・

1I浜
’
皿
王
翻
叫
吐
臣
兵
・
臣
凌
や
玲
（

+!0 
Eli 
F
.
H
e
c
k
s
c
h
e
r
,
A
n
 E
c
o
n
o
m
i
c
 History 

of S
w
e
d
e
n
,
 
怠

C
a
m
b
r
i
d
g
e
 a
n
d
 Massachusetts,1954,p.126. 

I
 

@
 
lngvar 
Andersson, 

A
 History 

of S
w
e
d
e
n
,
 
2
n
d
 
ed., 

L
o
n
d
o
n
,
 
1970,p.216. 

R
 

+!.JJ•ぺ
迂
ギ
n
h

・:,._
• If¥
・
汝
釘
ト
"
'
"
J
a
k
o
b
 !!''.ts 

~ r<.,_
卜

夢‘̀
I';、
ユ
且
臼
-I<
足
誨
ヨ
妾
華
や
宅
拡
→
’
悩
心
ギ
ー
iト
ミ
ト
、
‘̀
ト
鼻ヽ
ユ

や
-I<廻

H
寄
如

~{llfi_)
¥v:,. +!0 
Dahlgren.op.cit.,pp.122-23. 

R
 
Ibid.,p.123; Agren,op.cit.,p.79. 

R
 
足
俎
廿
釜
瓢
逃
Q
蚕
匡
や
玲
心
迅
'-I<
鉱
楽
..1J
←
甜
蘊
逃
Q
鍮
宍
函
逗

旦
澁
馨
如
坤
吠
心
9J..lJ
さ
玲
悩
S
足
全
r
g
s⇒
二゚
Rystad,op.cit.,

p.89. 

⑮
 
丑
却
性
旦
況
ニ
ド
吐
’
都
4
胆
さ
回
廿
Q11
1
涙
旦
況
廿
埓
要
妾
如
忘
如

⇒
ド
ニ
心
゜

Heckscher,op.cit.,p.126
．⇒
全
⇒
ヽ

r<~I'I
却
℃
卜
—



中
(l
ば
1
1111-4<Ol!:!-)

忍
迄
ざ
垢
成
鯰
心

tJ-\J
旦
廿
ぐ

\-.I,
4ゞ

—

=
k
e
サ
・
で
旦
’
都
ぐ
湘
座
辻
田
洲
以
栄
姿
狛
菜
心
゜

R
 
Dahlgren.op.cit.,pp.115-16. 

⑬
 
i..¥J$l
祉
e
匡
U’
涵
⇒
v
I

I-::::e話
モ
姿
要
器
初

~-l-2°
Behre, 

Larsson.Osterberg, op.cit.,S. 73. 

R
 
Roberts, 

"
O
n
 Aristocratic Constitutionalism 

in 
S
w
e
d
-

ish 
History",p.30. 

＠
 
皿
k坦
：
逗
は
再
没
埓
—
竺
令
冷
心
屯
.
:
.

0
—
漆
ー
）
＇
火
く
ギ
〇
ぷ
—
乏
悩
や
さ
K

心
H
—

i卜
，
ヽ
竺
唸
v
e
挙
荘
如
⇒
ド
ニ
北
S
や
＇
挙
翠
醤
沼
S
心
S
S
遥

営
者
痣
さ
緊
料
足
埒
で
共
゜

R
 
Dahlgren,op.cit.,p.107. 

@
 
R
o
b
e
r
t
s
,
e
d
.
,
S
w
e
d
e
n
 
a
s
 a
 G
r
e
a
t
 Power,pp.98-100. 

R
 
Ibid.,pp.101-2. 

R
 R

-~
: 0
主
e
吾
蕊
e
吾
縣
辺
'
i
 4< .
 

.
.
:
:
:
•
二
と
旦
五
悩
心
苓
モ
ー

1ト

'
、
ユ
者
荘
Q
心
念
S
涵
⇒
二
苫
涎
如
湮
送
ヤ
心
J-¥J
旦
埒
「
心
゜
L
a
r
s

M
a
g
n
u
s
s
o
n
,
R
e
d
u
k
t
i
o
n
e
n
 u
n
d
e
r
 1600-talet. 

D
e
b
a
t
t
 
o
c
h
 

forskning,M!3-)mo, 1985,S.8. 

急
Rystad,op.cit.,pp.

74-75. 

◎
Scott.op.cit.,p.218. 

⑬
A
n
t
h
o
n
y
 F
．じ
pton,
"
T
h
e
 R
i
k
s
d
a
g
 of 
1680 
a
n
d
 the 
Es-

t
a
b
l
i
s
h
m
e
n
t
 
of 
R
o
y
a
l
 
A
b
s
o
l
u
t
i
s
m
 
in 
S
w
e
d
e
n
"
 

E
n
g
l
i
s
h
 Historical 

Review,Vol.102, 
:-Jo.403,1987,pp.288-

300. 

⑬
M
a
g
n
u
s
s
o
n
,
 op.cit.,S.33. 

◎
 
苫
老
諧
如
定
ゃ
-l-.:
":Q 
{'¥ 
II'¥
，ヽ
K
全
心
や
器
e
緊
芸
俎
如
k
o
H
 -
i卜

9、

さ
芝
や
二
心
姿
’
中
S
国

~S:-!1
f°'I('
，ヽ
k
e
蔀
榊
苔
旦
逗
「
ド
割
悩
袋
挙

荘
如
［
こ
足
C
よ
（
苺
呪
'
!
!
I
 4＜
斗
臣
母
e
芯
I'-
1
(
'
;ヽ
iト
・ヽ
ト
ミヽ
挙
）゚

冊
~
t< 
n
ー
・
←
挙
茫
(11'i
酎
糾
淫
）
e...IJ
狛
'
l
営
迄
!1
t< 
n
-
•
←
炉
ト

．
、
ト
ー
、
旦
.
:
.
.
ご
要
初
＃
心
゜

9J,p....) 北
9J...IJ姿

ざ
溢

...1J....) ド
如
全

•S
兵
心
゜

⑮
じ
pton,op.cit.,pp.305-6.

R
 
K
心
叶
—

iト
・
ヽ
e
宙
尽
ギ
空
や
吐
・
挙
旦
涵
華
ギ

Q,J...IJ
如
「
妾
ミ
」

provinserna...IJ....)
ド
ニ
心
吝
「
涎
芭
」
...IJ
二
が
IIn
嵌
芝
寧
旦
召
二
゜

姿
逗
や
竺
幽
｛
四
..J....:'t<
心
>
1
-
i卜
入
ザ
'
’
'
主
寧
合
い
ャ
e'
ま
...1J
召
ぐ

ゃ
二
心
ト
ヽ
入
Ii'
，
ヽ
ュ
如
「
埓
竺
」
刈
⇒
ド
母
v
゜

@
 
S
v
e
n
s
k
 
Upp!:!lagsbok,Ylalmo. 1949-55, B.23,S.991. 

@
 
S
v
e
n
 
Lundkvist, 

"
T
h
e
 E
x
p
e
r
i
e
n
c
e
 of 
E
m
p
i
r
e
 :
 Sw
e
d
e
n
 

a
s
 a
 G
r
e
a
t
 
P
o
w
e
r
"
,
R
o
b
e
r
t
s
,
e
d
.
,
S
w
e
d
e
n
'
s
 
A
g
e
 o
f
 

Greatness, 
p.23. 

@
 
:'vi.Roberts, T

h
e
 S
w
e
d
i
s
h
 I
m
p
e
r
i
a
l
 
E
x
p
e
r
i
e
n
c
e
 
1560-

1718, C
a
m
 bridge, 1979,pp.99-100. 

R
 
Lundkvist,op.cit.,p.55. 

⑫
Ibid.,p.40 ;

 Behre,Larsson,Osterberg.op.cit.,S.161. 

@
 
Lundkvist,op.cit.,pp.40-41

．
忠
湿
ヤ
へ
ギ
・ヽ
.)s

>1
—
+
S
淫
妾
ざ

=
 .
. 
も
ヤ
II
卜
ぐ
云
s-.::::
念
Q
.
!1-4l Q
迎
C
ゃ
二
心
゜
Roberts,

T
h
e
 

S
w
e
d
i
s
h
 I
m
p
e
r
i
a
l
 Experience,p.93. 

⑬
J
e
r
k
e
r
 
R
o
s
e
n
,
 
"
S
c
a
n
d
i
n
a
v
i
a
 
a
n
d
 
the 
Baltic", 

F.L. 

Carsten,ed.,The N
e
w
 C
a
m
b
r
i
d
g
e
 M
o
d
e
r
n
 
History.Vol. 

V
,
1
9
6
1
,
C
a
m
b
r
i
d
g
e
,
p
.
5
3
6
.
 

R
 
Lundkvist,op.cit.,p.41. 

⑱
lbid.,p.44. 

ー京g|



一
六
五
八
年
に
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
ス
コ
ー
ネ
を
獲
得
す
る
際
、
デ
ン
マ
ー

ク
の
法
と
慣
習
を
保
持
し
て
よ
い
と
い
う
規
定
に
な
っ
て
い
た
が
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
は
そ
れ
を
無
視
し
た
。
そ
の
た
め
住
民
は
反
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
親
デ

ン
マ
ー
ク
の
感
情
を
抱
い
た
。
゜
ハ
レ
・
ラ
ウ
リ
ン
グ
（
木
下
次
也
訳
）

『
デ
ン
マ
ー
ク
の
歴
史
』
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
体
操
研
究
会
、
一
九
九

0
年、

二
―
六
ー
一
九
頁
。

⑰

B
e
h
r
e
,
 
L
a
r
s
s
o
n
,
 
O
s
t
e
r
b
e
r
g
,
 
op.cit., 
S
.
1
6
3
;
 R
o
s
e
n
.
o
p
.
 

cit.,p.536. 

⑱

Ibid.,p.537. 

⑲
チ
ュ
ー
ト
ン
騎
士
団
の
弱
体
化
に
よ
っ
て
、
一
六
世
紀
の
パ
ル
ト
地
方

は
ロ
シ
ア
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
各
国
の
勢
力
争
い
の
場
と
な
っ
て
い
た
。

レ
ヴ
ァ
ル
市
は
安
全
を
確
保
す
る
た
め
グ
ス
タ
フ
一
世
ヴ
ァ
ー
サ
に
同
盟

を
申
し
出
て
い
た
。
後
に
エ
ー
リ
ク
一
四
世
(
-
五
六

0
ー
六
九
年
）
が

こ
れ
を
受
け
入
れ
、
レ
ヴ
ァ
ル
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
領
と
な
っ
た
。

C
a
r
l

H
a
l
l
e
n
d
o
r
f
f
,
 
A
d
o
l
f
 Schlick, 
H
i
s
t
o
r
y
 o
f
 S
w
e
d
e
n
,
 
N
e
w
 

Y
o
r
k
,
 
1
9
7
0
(
R
e
p
.
f
r
o
m
 
t
h
e
 
e
d
.
o
f
 
1929),p.168. 

R
L
u
n
d
k
v
i
s
t
,
o
p
.
c
i
t
.
,
p
p
.
4
5
,
4
8
.
な
お
幽
四
氏
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
っ

て
い
な
い
。
ル
ン
ド
ク
ヴ
ィ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
支
配
下

に
あ
る
と
き
は
、
他
国
の
支
配
下
に
あ
っ
た
と
き
よ
り
も
農
民
の
暮
ら
し

向
き
は
良
か
っ
た
ら
し
い
。

R
I
b
i
d
.
,
p
p
.
4
9
,
5
2
.
 

＠
た
と
え
ば
以
下
を
参
照
。
二
宮
宏
之
「
フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
政
の
統
治
構

造
」
同
『
全
体
を
見
る
眼
と
歴
史
家
た
ち
」
木
鐸
社
、
一
九
八
六
年
、
成

瀬
治
「
「
近
代
国
家
」
の
形
成
を
め
ぐ
る
諸
問
題
—
—
ー
「
等
族
制
」
か
ら

「
絶
対
制
」
へ
の
移
行
を
中
心
と
し
て
ー
ー
ー
」
、
「
プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
王
政

⑮
 

成
立
期
に
お
け
る
官
僚
制
の
性
格
1
R
e
k
r
u
t
e
n
k
a
s
s
e

の
問
題
を
中

心
に
ー
ー
＇
」
同
『
絶
対
主
義
国
家
と
身
分
制
社
会
』
山
川
出
版
社
、
．
几

八
八
年
。

（
関
西
大
学
人
学
院
博

K
課
程
後
期
課
程
）
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